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（'24）年度 （'25）年度 （'26）年度 （　　）年度 （　　）年度
基準年度
（'20）年度

前年度
（    ）年度

目標年度
（'26）年度

排出の状況及び目標 排出量等の実績
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排　　出　　量

削減率・増減率
(基準年度比)

差引後排出量

削減率・増減率
(基準年度比)

原単位の考え方 エネルギー使用量を年間生産量で除した

△ 100.0 △ 100.0

①－②
差引後排出量

62,976 36,302

△ 100.0△ 100.0
削減率・増減率
(基準年度比)

△ 42.4 △ 100.0

その他知事が認
めるもの

グリーン電力証書等 37,984

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

森林整備等

△ 100.0 △ 100.0 △ 100.0

②補完的手段によ
る削減量

37,984

削減率・増減率
(基準年度比)

△ 100.0 △ 100.0

5,885

電気 56,788 68,402

住 所 ( 法 人 に あ っ て は 、
主たる事務所の所在地)

東京都千代田区丸の内二丁目７番３号

氏 名 ( 法 人 に あ っ て は 、
名称及び代表者の氏名)

三菱電機株式会社　執行役社長　漆間　啓

区　　　　　　　　　　　　分

前年度の原油換算
ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

県内登録の
自動車数

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第
１号該当特定事業者（大規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第
２号該当特定事業者（自動車運送事業者）

事 業 概 要 電子部品・デバイス・電子回路製造業

該 当 す る 事 業 者 要 件

年度

温室効果ガスの排出の
抑制を図るため実施しよ
う と す る 措 置 の 内 容

【再エネ電力】
・2030に向けて再エネ100%にすべく対応する。
【設備更新等】
・製造装置に付帯する旧式の真空ポンプを省エネ型に更新する。
・更新時期の旧式エアコンを省エネ型に更新する。
・照明器具を順次ＬＥＤ化する。
【その他の措置】
・冷暖房の設定温度を適切に管理する。

年　度　区　分

①排出量 62,976 74,286

特定事業者以外の事業者

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
基 本 方 針

三菱電機グループは、多岐にわたる事業を通じて、バリューチェーン全体で、気候変
動、資源循環、自然共生をはじめ、様々な環境課題の解決に立ち向かいます。

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
推 進 体 制

環境推進事務局を設置し、従業員へ活動の推進を展開する

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｼｽﾃﾑ名称

ISO14001 適用範囲 熊本事業所
取得

年月日
1996/3/7

計 画 期 間 2024 年度 2026

燃料及び熱 6,188

レ


